※以下の「共同経営契約書作成例（共同経営者が２人の場合）」を参考に、文書を追加又は削除・修正して、契約書を完成させて下さい。【←作成の際、この※印の２行は削除して下さい。】
共同経営契約書
個人事業主である●●●●（以下「甲」という。）並びに甲の共同経営者である▲▲▲▲（以下「乙」という。）及び甲の共同経営者である■■■■（以下「丙」という。）は、共同して事業を営むため、以下の通り共同経営に関する契約（以下「本契約」という。）を締結する。
（事業の内容）

第１条　　　甲並びに乙及び丙は、共同で以下に掲げる事項（以下「共同経営事業」という。）を行い、

　　　　　当該事業に専ら従事するものとする。

　　　　　⑴　◆◆◆（事業の内容を記入）

　　　　　⑵　◆◆◆
　　　　　⑶　◆◆◆
　　　　　⑷　◆◆◆
　　　　　⑸　◆◆◆
（事務所の所在地）

第２条　　　共同経営事業を行うための事務所を　長崎県島原市◆◆町◆◆番地　に置くものとする。
（代　表）

第３条　　　共同経営事業に関する顧客との契約締結、代金の請求及び受領については、甲が代表し
てこれを行うものとする。

（業務の執行）

第４条　　　共同経営事業については、甲並びに乙及び丙の協議により執行するものとする。ただし、

次に掲げる事項の決定については、予め甲並びに乙及び丙の合意がなければならない。

⑴　事業の廃止

　　　　　⑵　営業所の開設及び廃止
　　　　　⑶　１か月につき、◆円を超える金額の借入れ
　　　　　⑷　損益の分配

⑸　その他事業に関して重大な影響を与える事項

（従業員に対する権限）

第５条　　　甲並びに乙及び丙は、従業員又は使用人を適正に配置し、指導監督及び教育指導を

行わなければならない。

（本契約に定めのない事項）

第６条　　　本契約に定めのない事項については、甲並びに乙及び丙が誠実に協議し決定するものとする。

以上、本契約の成立を証するため、本書３通を作成し、それぞれ甲並びに乙及び丙が署名捺印
のうえ、各１通を保有する。
平成◆◆年◆◆月◆◆日

甲　　　　　　　　住　所　　長崎県島原市◆◆町◆◆番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　●●●●　㊞
乙（共同経営者）　住　所　　長崎県島原市◆◆町◆◆番地

氏　名　　▲▲▲▲　㊞
丙（共同経営者）　住　所　　長崎県島原市◆◆町◆◆番地

氏　名　　■■■■　㊞
共同経営契約書作成についての留意点
	記載すべき項目
	留意点等

	事業の内容
	事業の内容は、契約申込書に記載する「主たる業種」と一致するようにして下さい。

	事業の代表者
	共同経営者が属する事業主が代表者であることを明記して下さい。

	業務執行上の重要な意思決定について、共同経営者が参画すること
	「業務執行上の重要な意思決定」とは、
①経営計画の作成、経営方針の決定

②事業の開業及び廃業

③営業所・支店等の開設及び廃止

④事業に必要な資金の借入又は投資

⑤損益の分配、報酬規定

⑥人員の採用

等に関する意思決定をいいます。
このうち、１つ以上について共同経営者が意思決定に参画することを具体的に明記して下さい。

	共同経営者の従業員への指揮・監督権限
	従業員がいない場合は、記載不要。

	契約締結日
	契約書を作成した日を記載して下さい。

（契約申込み時に提示する場合、日付は契約申込みをした日以前となります。）

	契約を結んだ事業主及び共同経営者の住所・氏名（自署）及び捺印
	事業主及び共同経営者の全員の氏名及び連絡先が分かるように記載し、署名・捺印して下さい。


上記のほか、契約上必要な項目（契約解除の規定、損害賠償等）を記載頂いても構いません。
なお、上記の内容のみであれば収入印紙の貼付は必要ありませんが、追加の記載内容がある場合、収入印紙が必要となる可能性がありますので、その場合は税務署等にご確認下さい。
